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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のパッケージを実装する交換機において、
　局データとして各パッケージの種別及び実装位置を示す局データパッケージ情報を記憶
する局データパッケージ情報記憶部と、
　実装された各パッケージから、各パッケージの種別及び実装位置を示す実装パッケージ
情報を取得する実装パッケージ情報取得部と、
　前記局データパッケージ情報に示される各パッケージの種別と、前記実装パッケージ情
報取得部により取得された実装パッケージ情報に示される各パッケージの種別とをそれぞ
れ実装位置毎に対応付けて示したパッケージ情報画面データを生成し、表示装置に出力す
る画面データ生成部と、を備えており、
　前記実装パッケージ情報取得部により取得される実装パッケージ情報には、パッケージ
に関わる障害の有無を示す障害情報を含み、
　前記画面データ生成部が、各パッケージの種別とともに各パッケージの障害情報をそれ
ぞれ実装位置ごとに対応付けて示したパッケージ情報画面データを生成する、
ことを特徴とする交換機。
【請求項２】
　請求項１に記載の交換機において、
　パッケージが実装パッケージ情報を提供可能な仕様かどうかを示す仕様情報をパッケー
ジの種別ごとに記憶する仕様情報記憶部を備え、
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　前記画面データ生成部は、前記仕様情報記憶部を参照して、前記局データパッケージ情
報に示される各パッケージのうち、実装パッケージ情報を提供不可能なパッケージの場合
には、その旨を当該パッケージの実装位置に対応付けて示したパッケージ情報画面データ
を生成する、
ことを特徴とする交換機。
【請求項３】
　複数のパッケージを実装する交換機において、
　局データとして各パッケージの種別及び実装位置を示す局データパッケージ情報を記憶
する局データパッケージ情報記憶部と、
　実装された各パッケージから、各パッケージの種別及び実装位置を示す実装パッケージ
情報を取得する実装パッケージ情報取得部と、
　前記局データパッケージ情報に示される各パッケージの種別と、前記実装パッケージ情
報取得部により取得された実装パッケージ情報に示される各パッケージの種別とをそれぞ
れ実装位置毎に対応付けて示したパッケージ情報画面データを生成し、表示装置に出力す
る画面データ生成部と、を備えており、
　パッケージが実装パッケージ情報を提供可能な仕様かどうかを示す仕様情報をパッケー
ジの種別ごとに記憶する仕様情報記憶部を備え、
　前記画面データ生成部は、前記仕様情報記憶部を参照して、前記局データパッケージ情
報に示される各パッケージのうち、実装パッケージ情報を提供不可能なパッケージの場合
には、その旨を当該パッケージの実装位置に対応づけて示したパッケージ情報画面データ
を生成する、
ことを特徴とする交換機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各種機能を実現するための複数のパッケージが実装される交換機の保守運用
技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、さまざまな通信網の発展により交換機に実装されるパッケージは、それぞれの通
信網のインタフェース（仕様）に合わせた多種類のパッケージが開発されており、実装さ
れるパッケージによって、交換機と通信網を接続して通信を可能としている。また、交換
機に収容接続される通信端末装置についても同様に、ディジタル多機能電話機、ディジタ
ル無線端末機（ＰＨＳ）、アナログ電話機、ＩＰ電話機、ＩＰ多機能電話機のように、そ
れぞれ専用のインタフェース（仕様）に合わせたパッケージを利用して、交換機に接続収
容するものであり、この交換機の保守運用に関しては、正確且つ、迅速な対応が求められ
ている。
【０００３】
　特許文献１には、交換機の局データ用に電子回路パッケージの種別及びパッケージの実
装位置を示す実装情報を中央制御装置が読み取り、読み取った実装情報を記憶装置に登録
しておき、出力指令に応じて当該実装情報を保守端末へ出力する技術が開示されている。
【０００４】
　特許文献２には、ネットワーク接続された保守端末と交換機との交換機保守インタフェ
ースシステムにおいて、交換機がＷｅｂサーバ機能を備えることにより、保守端末による
交換機の遠隔操作をＷｅｂアプリケーションで実現する技術が開示されている。
【特許文献１】特開平５－２１９５４３号公報
【特許文献２】特開２００１－１７７６４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　ところで、交換機の保守運用において、交換機の保守担当者が、交換機の実装された実
際のパッケージの種別及び実装位置を示す実装情報と、交換機に予め局データとして登録
されているパッケージ種別及び実装位置を示す情報との整合性を確認する作業を行う場合
がある。例えば、交換機の保守担当者が、転勤などの事情で変更となり、前任者の情報を
確認する場合や、交換機への設備追加（通信網の回線増設や通信端末装置の増設など）で
局データの変更が頻繁に行われ、パッケージの実装情報を確認する場合や、交換機の保守
管理センタから遠隔地に設置された交換機の局データの確認をする場合などである。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１のように各パッケージから取得した実装情報を保守端末に出
力するだけでは、担当者は、局データとして登録されたパッケージの実装情報との整合性
を即座に確認することができない。
【０００７】
　また、特許文献２では、Ｗｅｂ技術を利用して交換機の保守運用を行う技術について記
載されている。しかし、特許文献２に開示された技術では、実際の実装情報と局データと
して登録された実装情報との整合性の確認はできない。したがって、整合性を確認するた
めには、交換機が設置されている場所に行き、実装されているパッケージをそれぞれ確認
しなければならず、Ｗｅｂを利用しているにも拘わらず、交換機の設置場所までパッケー
ジの実装状態を目視で確認に行くことが必要となり、非効率である。また、交換機が近く
に設置してある場合などは、それ程対応が困難では無いが、交換機が遠隔地に設置してあ
る場合などは、迅速な対応は困難である。
【０００８】
　本発明は、複数のパッケージを搭載する交換機の保守運用において、交換機に実装され
たパッケージの実際の種別と、交換機に予め局データとして登録されているパッケージの
種別との整合性を確認する作業の効率化を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、複数のパッケージを実装する交換機において、局データとして各パッケージ
の種別及び実装位置を示す局データパッケージ情報を記憶する局データパッケージ情報記
憶部と、実装された各パッケージから、各パッケージの種別及び実装位置を示す実装パッ
ケージ情報を取得する実装パッケージ情報取得部と、前記局データパッケージ情報に示さ
れる各パッケージの種別と、前記実装パッケージ情報取得部により取得された実装パッケ
ージ情報に示される各パッケージの種別とをそれぞれ実装位置毎に対応付けて示したパッ
ケージ情報画面データを生成し、表示装置に出力する画面データ生成部と、を備えており
、　前記実装パッケージ情報取得部により取得される実装パッケージ情報には、パッケー
ジに関わる障害の有無を示す障害情報を含み、前記画面データ生成部が、各パッケージの
種別とともに各パッケージの障害情報をそれぞれ実装位置ごとに対応付けて示したパッケ
ージ情報画面データを生成する、ことを特徴とする。
　
【００１０】
　本発明に係る交換機によれば、前記局データパッケージ情報に示される各パッケージの
種別と、実装パッケージ情報取得により取得された実装パッケージ情報に示される各パッ
ケージの種別とをそれぞれ実装位置毎に対応付けて示したパッケージ情報画面データが生
成され、表示装置に出力されるので、交換機に実装されたパッケージの実際の種別と、交
換機に予め局データとして登録されているパッケージの種別との整合性を確認する作業の
効率化を図ることができる。
【００１１】
　また、本発明に係る交換機様によれば、各パッケージの種別とともに各パッケージの障
害情報をそれぞれ実装位置ごとに対応付けて示したパッケージ情報画面データが生成され
るので、パッケージの種別との整合性のほかに、パッケージの故障状況についても確認す
ることができる。
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【００１２】
　本発明に係る交換機の一つの態様では、パッケージが実装パッケージ情報を提供可能な
仕様かどうかを示す仕様情報をパッケージの種別ごとに記憶する仕様情報記憶部を備え、
前記画面データ生成部は、前記仕様情報記憶部を参照して、前記局データパッケージ情報
に示される各パッケージのうち、実装パッケージ情報を提供不可能なパッケージの場合に
は、その旨を当該パッケージの実装位置に対応付けて示したパッケージ情報画面データを
生成する、ことを特徴とする。
【００１３】
　本発明に係る交換機の一つの態様によれば、仕様情報記憶部を参照して、局データパッ
ケージ情報に示される各パッケージのうち、実装パッケージ情報を提供不可能なパッケー
ジの場合には、その旨を当該パッケージの実装位置に対応づけて示したパッケージ情報画
面データが生成されるので、実装パッケージ情報を送信できないパッケージ種別を区別し
て把握することができる。
【００１４】
　また、本発明は、複数のパッケージを実装する交換機において、局データとして各パッ
ケージの種別及び実装位置を示す局データパッケージ情報を記憶する局データパッケージ
情報記憶部と、実装された各パッケージから、各パッケージの種別及び実装位置を示す実
装パッケージ情報を取得する実装パッケージ情報取得部と、前記局データパッケージ情報
に示される各パッケージの種別と、前記実装パッケージ情報取得部により取得された実装
パッケージ情報に示される各パッケージの種別とをそれぞれ実装位置毎に対応付けて示し
たパッケージ情報画面データを生成し、表示装置に出力する画面データ生成部と、を備え
ており、パッケージが実装パッケージ情報を提供可能な仕様かどうかを示す仕様情報をパ
ッケージの種別ごとに記憶する仕様情報記憶部を備え、前記画面データ生成部は、前記仕
様情報記憶部を参照して、前記局データパッケージ情報に示される各パッケージのうち、
実装パッケージ情報を提供不可能なパッケージの場合には、その旨を当該パッケージの実
装位置に対応づけて示したパッケージ情報画面データを生成する、ことを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係る交換機によれば、前記局データパッケージ情報に示される各パッケージの
種別と、実装パッケージ情報取得により取得された実装パッケージ情報に示される各パッ
ケージの種別とをそれぞれ実装位置毎に対応付けて示したパッケージ情報画面データが生
成され、表示装置に出力されるので、交換機に実装されたパッケージの実際の種別と、交
換機に予め局データとして登録されているパッケージの種別との整合性を確認する作業の
効率化を図ることができる。
【００１６】
　また、本発明に係る交換機によれば、仕様情報記憶部を参照して、局データパッケージ
情報に示される各パッケージのうち、実装パッケージ情報を提供不可能なパッケージの場
合には、その旨を当該パッケージの実装位置に対応づけて示したパッケージ情報画面デー
タが生成されるので、実装パッケージ情報を送信できないパッケージ種別を区別して把握
することができる。

【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、局データパッケージ情報に示される各パッケージの種別と、実装パッ
ケージ情報に示される各パッケージの種別とをそれぞれ実装位置毎に対応付けて示したパ
ッケージ情報画面データが生成され画面に表示されるので、複数のパッケージを搭載する
交換機の保守運用において、交換機に実装されたパッケージの実際の種別と、交換機に予
め局データとして登録されているパッケージの種別との整合性を確認する作業の効率化を
図ることができる。また、交換機が遠隔地に設置されている場合でも、交換機に実装され
たパッケージの実際の種別と、交換機に予め局データとして登録されているパッケージの
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種別との整合性を容易に確認することが可能となり、作業の効率化を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明を実施するための最良の形態（以下、「実施形態」と称す）について、以下図面
を用いて説明する。
【００１９】
　図１は、本実施形態における交換機システムの全体構成を示す図である。図１において
、交換機１０は、交換機やＡＴＭ交換機といった中継装置である。交換機１０は、例えば
、ＩＰ通信網やアナログ、ディジタル通信網などのデータ通信が可能なネットワーク３０
を介してＰＣ（パーソナルコンピュータ）などの保守端末２０と接続され、保守端末２０
からの入力情報に応じて交換機１０の保守運用が行われる。なお、本実施の形態では、ネ
ットワーク３０を介して保守端末２０を接続する構成で説明するが、ネットワーク３０を
介することなく、直接保守端末２０を交換機１０に接続して保守運用を行うことも可能で
ある。
【００２０】
　図２は、交換機１０の内部構成を示すブロック図である。図２において、交換機１０は
、ＣＰＵ１１０、ＲＯＭ１１２、ＲＡＭ１１４、記憶装置１３０、装置架１７０、及び通
信インタフェース１８０を備え、それぞれはバス１９０を介して接続されている。なお、
後述する各種パッケージのうち、ＣＣＵパッケージは、ＣＰＵ１１０、ＲＯＭ１１２、Ｒ
ＡＭ１１４、記憶装置１３０で構成されているものであり、交換機１０の主制御部となる
ものである。また、通信インタフェース１８０は、同様にＣＣＵパッケージ内に構成して
も良いし、専用の通信インタフェースパッケージとしてバス１９０を介して接続しても良
い。
【００２１】
　ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ１１２に記憶されたＢＩＯＳプログラムなどの基本的な制御プ
ログラムをＲＡＭ１１４に展開して、バス１９０を介して各部を制御し、呼制御などを行
う。さらに、ＣＰＵ１１０は、記憶装置１３０に記憶されたプログラム１４０をＲＡＭ１
１４に展開し、データベース１５０に登録された各種データを利用して、各種機能を実現
する。装置架１７０は、各種データの伝送制御などの機能を実現するための複数のパッケ
ージ１７２を実装する。
【００２２】
　本実施形態では、データベース１５０として、局データパッケージ情報記憶部１５２と
、仕様情報記憶部１５４とが記憶装置１３０に記憶されている。
【００２３】
　局データパッケージ情報記憶部１５２には、実装位置ごとのパッケージ種別を示すテー
ブルが記憶される。このテーブルは、パッケージ実装図面などに基づいて保守者により生
成された情報を、例えば、保守端末２０からの入力操作で交換機１０の局データの一部と
して、局データパッケージ情報記憶部１５２に記憶される。図３に、局データパッケージ
情報の一例を示す。図３に示すように、局データパッケージ情報記憶部１５２には、実装
位置０から７それぞれにパッケージ１７２に実装されたパッケージを識別する識別コード
となるパッケージ種別が記憶される。なお、図３では、実装位置０にＣＣＵパッケージ、
実装位置１にＤＬＩＮパッケージ、実装位置２にＬＩＮパッケージ、実装位置３にＬＩＮ
パッケージ、実装位置５にＣＯＴパッケージ、実装位置４、６、７は空き（パッケージの
実装なし）として記憶されている例を示している。
【００２４】
　本実施形態で示すそれぞれのパッケージについて説明すると、ＣＣＵパッケージは前述
した交換機１０を制御するための主制御パッケージであり、ＤＬＩＮパッケージは、交換
機１０に収容接続する専用の多機能電話機を接続制御するためのパッケージであり、ＬＩ
Ｎパッケージは、交換機１０に収容接続するアナログ電話機を接続制御するためのパッケ
ージであり、ＣＯＴパッケージは、交換機１０と加入者電話網（公衆網）を接続するため



(6) JP 5119127 B2 2013.1.16

10

20

30

40

50

のパッケージである。
【００２５】
　仕様情報記憶部１５４には、装置架１７０に実装されうる各種パッケージの仕様情報と
して、後述の実装パッケージ情報を送信可能か否かの情報が記憶されている。図５は、仕
様情報記憶部１５４に記憶されている仕様情報の一例を示す。パッケージ種別に対して、
仕様情報の送信が可能か否かを示しており、本実施形態では、ＣＣＵパッケージは仕様情
報の送信可、ＤＬＩＮパッケージは仕様情報の送信可、ＬＩＮパッケージは仕様情報の送
信不可、ＣＯＴパッケージは仕様情報の送信可として記憶されている。なお、本実施形態
では、図５に示す４種類のパッケージについてのみ記載しているが、交換機１０に搭載可
能な全てのパッケージ情報の仕様情報が記憶されているのはいうまでも無い。
【００２６】
　また、本実施形態では、プログラム１４０として、中央制御部１４２と、実装パッケー
ジ情報取得部１４４と、画面データ生成部１４６とが記憶装置１３０に記憶されている。
【００２７】
　中央制御部１４２は、装置架７０に実装された各種パッケージ１７２を制御して、例え
ば、交換機１０が収容する内線電話同士の接続や、加入者電話網やＩＳＤＮ回線などの公
衆回線への接続、あるいは、各種データ通信を実現する。
【００２８】
　実装パッケージ情報取得部１４４は、保守端末２０から通信インタフェース１８０を介
してパッケージ情報の取得要求を受けた場合、装置架１７０に実装された各パッケージ１
７２に対して実装パッケージ情報を要求する。さらに、実装パッケージ情報取得部１４４
は、その要求に応じて各パッケージ１７２から出力された各実装パッケージ情報を取得し
、例えばＲＡＭ１１４に一時的に記憶する。図４は、各パッケージ１７２の実装パッケー
ジ情報を示すテーブルの一例を示す。実装パッケージ情報には、それぞれパッケージの装
置架１７０の実装位置と、パッケージ種別と、パッケージ自体の障害やパッケージに接続
された機器の障害など、パッケージに関わる障害の有無を示す障害情報とが示される。こ
のときの障害情報としては、多機能電話機や電話機との接続ケーブルの断線や、パッケー
ジ回路の故障などである。また、本実施形態では、実装位置０にＣＣＵパッケージが障害
なしで、実装位置１にＤＬＩＮパッケージが障害なしで、実装位置２に取得不可パッケー
ジで、実装位置３にＤＬＩＮパッケージが障害ありで、実装位置４にＣＯＴパッケージが
障害なしとして実装パッケージ情報を取得したものとしている。
【００２９】
　画面データ生成部１４６は、実装パッケージ情報取得部１４４により装置架１７０に実
装された各パッケージの実装パッケージ情報が取得されたことに対応して、実装パッケー
ジ情報に示される各パッケージの種別と、局データパッケージ情報に示される各パッケー
ジの種別とをそれぞれ実装位置毎に対応付けて示したパッケージ情報画面データを生成す
る。さらに、画面データ生成部１４６は、生成されたパッケージ情報画面データを通信イ
ンタフェース１８０を介して、表示装置として、例えばネットワーク３０に接続された保
守端末２０に送信する。保守端末２０は、受信したパッケージ情報画面データを画面に表
示する。
【００３０】
　ここで、画面データ生成部１４６は、パッケージ情報画面データを生成する際、実装位
置ごとに実装パッケージ情報に示されるパッケージの種別と、局データパッケージ情報に
示されるパッケージの種別との比較を行い、互いの種別が異なる場合には、他の実装位置
の種別と表示色を変えるなど、種別が異なることが識別できるように画面データを生成す
る。
【００３１】
　なお、上記のように、装置架１７０に実装されるパッケージ１７２の中には、自身の実
装パッケージ情報を実装パッケージ情報取得部１４４に対して出力する機能を備えないパ
ッケージも存在する。このような場合、実際には局データとして登録されているパッケー
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ジと同一のパッケージが実装されている場合でも、局データパッケージ情報に示されるパ
ッケージ情報と異なるものと判断されてしまう。そこで、このような事態を避けるために
、画面データ生成部１４６は、仕様情報記憶部１５４を参照して、実装されるべきパッケ
ージ種別（つまり、局データパッケージ情報に示されるパッケージ種別）のうち、実装パ
ッケージ情報を送信できないパッケージ種別の場合には、その旨がわかるようにその実装
位置のパッケージ種別の色を異なる色にするなどして、区別して表示できるようにすれば
良い。
【００３２】
　さらに、画面データ生成部１４６は、実装パッケージ情報に示される各パッケージのう
ち、障害が生じているパッケージについては、障害が発生していることを示すメッセージ
を当該パッケージの実装位置に対応付けて画面データを生成してもよい。
【００３３】
　図６は、画面データ生成部１４６により生成されたパッケージ情報画面データの画面表
示例を示す図である。図６に示すように、パッケージ情報画面データに基づく画面には、
実装パッケージ情報に基づくパッケージ種別と、局データパッケージ情報に基づくパッケ
ージ種別がそれぞれ実装位置毎に対応付けて表示される。また、実装パッケージ情報に基
づくパッケージ種別と、局データパッケージ情報に基づくパッケージ種別とが互いに異な
る場合には、他のパッケージ種別と識別できるように、例えば異なる色により表示される
（図６において、符号Ｃ１が指し示す部分）。さらに、局データパッケージ情報に基づく
パッケージ種別が実装パッケージ情報を送信できないパッケージ種別であれば、その実装
位置に対応する実装パッケージの種別の色が他の種別と異なる色で表示される（図６にお
いて、符号Ｃ２が指し示す部分）。加えて、自身に接続されている機器等に障害が発生し
ているパッケージについては、障害が発生していることを示すメッセージがそのパッケー
ジの実装位置に対応付けて表示される（図６において、符号Ｃ３が指し示す部分）。
【００３４】
　図７は、交換機１０が保守端末２０からパッケージ情報の取得要求を受けた場合の処理
手順を示すフローチャートである。
【００３５】
　図７において、交換機１０は、通信インタフェース１８０を介して保守端末からパッケ
ージ情報要求を受信すると（Ｓ１００）、実装パッケージ情報取得部１４４において各パ
ッケージ１７２に対して実装パッケージ情報の要求を行い、その要求の応答として各パッ
ケージから出力された実装パッケージ情報を取得する。このとき実装がない場合や実装パ
ッケージ情報の送信が出来ない場合は情報の取得が出来ないので、要求の応答に対してタ
イムアウトを監視し、所定時間内に応答がない場合には応答なしとして記憶する（Ｓ１０
２）。さらに、交換機１０は、画面データ生成部１４６において、局データパッケージ情
報記憶部１５２から局データパッケージ情報を取得し、局データパッケージ情報に示され
る各パッケージの種別と、実装パッケージ情報に示される各パッケージの種別とをそれぞ
れ実装位置毎に対応付けて示したパッケージ情報画面データを生成する（Ｓ１０６）。続
いて、交換機１０は、パッケージ情報画面データを通信インタフェース１８０を介して保
守端末２０に向けて送信する（Ｓ１０８）。なお、本実施形態では、図７に示すパッケー
ジ情報の取得要求をうけた場合の処理手順を、交換機１０で実施する例で示しているが、
同様の処理を保守端末２０で実施することも可能である。この場合、交換機１０から保守
端末２０に対して、実装パッケージ情報と局データパッケージ情報を保守端末２０に送信
し、パッケージ情報画面データの生成を保守端末２０で実施すれば良い。
【００３６】
　以上、本実施形態によれば、例えば、保守担当者から保守端末２０を介した要求に対応
して、図６に示すような、局データパッケージ情報に示される各パッケージの種別と、実
装パッケージ情報に示される各パッケージの種別とをそれぞれ実装位置毎に対応付けて示
したパッケージ情報画面データが生成され、その画面データが保守端末２０の画面等に表
示される。よって、複数のパッケージを搭載する交換機の保守運用において、交換機に実
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ージの種別との整合性を実装位置毎に確認する作業の効率化を図ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明によれば、局データパッケージ情報に示される各パッケージの種別と、実装パッ
ケージ情報に示される各パッケージの種別とをそれぞれ実装位置毎に対応付けて示したパ
ッケージ情報画面データが生成され画面に表示されるので、複数のパッケージを搭載する
交換機の保守運用において、交換機に実装されたパッケージの実際の種別と、交換機に予
め局データとして登録されているパッケージの種別との整合性を確認する作業の効率化を
図ることができる。よって、本発明は、各種機能を実現するための複数のパッケージを実
装する交換機の保守運用技術等に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本実施形態に係る交換機システムの全体構成を示す図である。
【図２】本実施形態に係る交換機の機能ブロックを示す図である。
【図３】局データパッケージ情報の一例を示す図である。
【図４】各パッケージの実装パッケージ情報の一例を示す図である。
【図５】仕様情報の一例を示す図である。
【図６】パッケージ情報画面データの画面表示例を示す図である。
【図７】交換機が保守端末からパッケージ情報の取得要求を受けた場合の処理手順を示す
フローチャートである。
【符号の説明】
【００３９】
　１０　交換機
　２０　保守端末
　３０　ネットワーク
　７０　装置架
　１１０　ＣＰＵ
　１１２　ＲＯＭ
　１１４　ＲＡＭ
　１３０　記憶装置
　１４０　プログラム
　１４２　中央制御部
　１４４　実装パッケージ情報取得部
　１４６　画面データ生成部
　１５０　データベース
　１５２　局データパッケージ情報記憶部
　１５４　仕様情報記憶部
　１７０　装置架
　１７２　パッケージ
　１８０　通信インタフェース
　１９０　バス



(9) JP 5119127 B2 2013.1.16

【図１】



(10) JP 5119127 B2 2013.1.16

【図２】



(11) JP 5119127 B2 2013.1.16

【図３】

【図４】



(12) JP 5119127 B2 2013.1.16

【図５】

【図６】



(13) JP 5119127 B2 2013.1.16

【図７】



(14) JP 5119127 B2 2013.1.16

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１１－０６８９４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－０６８０８８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　７／２４－　７／２６、
              Ｈ０４Ｌ　１２／００－１２／２６、１２／５０－１２／６６、
              Ｈ０４Ｍ　　３／００、　３／０８－　３／５８、　７／００－　７／１６、
              　　　　　１１／００－１１／１０、
              Ｈ０４Ｑ　　１／２０－　１／２６、　３／５４－　３／５６、
              Ｈ０４Ｗ　　４／００－９９／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

